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 新学期である。新しく学校管理職になられた方々

に心からお祝いを申し上げたい。長年にわたって教
職生活で培われた知識と経験を生かして，優れた学
校経営をされることを期待している。 

 

 で，今回は，学校管理職の心得について３点ばか
り述べてみたい。 

 第１は，個人でなく組織で仕事をすることである。 
管理職の仕事は，組織の各成員が組織全体の目的

達成に最大限に貢献できるようにリードすることで

ある。学校の教師は，長年，１人で仕事をする習慣
が身についているので，管理職になってもつい自分
でしてしまいがちである。しかし，管理職として大

切なことは，目標を定めて，計画を立て，適材を適
所に当てて，それぞれの業務が円滑・適切に行われ
るように進行管理をすることである。換言すれば，

管理職の職務は「仕事を管理する仕事」なのだ。 
 学校経営に即していえば，①学校の経営目標を明
確に示す，②目標の実現のための経営方針を立てる，

③方針に基づき実行計画を策定する，④実行計画を
所属職員に分掌させて実施する，⑤それを全体的に
チェックしながら適切な指示や助言を行う――それ

が学校管理職の仕事である。 
 そのためには，管理職になったら個人で仕事をす
る意識は払拭しなければならない。常に組織全体が

どうしたら最も効率よく動くかを考えながら，組織
全体を動かして仕事をする心構えが大切である。 
 第２は，いったん決めたことは，他人のせいにし

てはならないことである。 
組織の仕事は，うまくいくこともあれば，うまく

いかないこともある。うまくいったときはいいが，

いったんうまくいかないと，とかく他人のせいにす
るのが人間の常である。 
例えば，校務分掌を職員会議で決めた。校長とし

て必ずしも賛成でなかったが，みんなで決めたのだ

からと不本意ながら認めた。しかし，結果はうまく
いかず，若い教師の分担に失敗が出た。そんなとき，
だから言わないことじゃない，私ははじめから反対

だったのだ，などと校務分掌の失敗を他人のせいに
することは，管理職としてやってはならない。 
 校長として校務分掌に賛成でないのなら，はじめ

からそう言い，自分で納得のいくように決めるべき
だ。本来，校務分掌は，校長が自己の判断で決める
べきことである。 

さらにいえば，管理職となったら，たとえ自分に
責任がないことでも，あえて自分の責任として引き
受ける覚悟がなくてはならない。 

 

 第３は，危機に際しては，陣頭に立つことが大切
である。 

平穏無事なときの管理職なら，だれでも勤まる。
管理職が管理職として値打ちが出るのは，危機に直
面したときだ。危機に臨んでどのような態度をとる

かで管理職の評価が決まる。 
 例えば，学校事故が起きたとき，管理職が毅然と
してリーダーシップを発揮するかどうかで，教職員

の対応は違ってくる。危機に直面して，管理職がお
ろおろするようでは事態は一層悪化するだろう。学
校事故が起きたとき，「大丈夫だ。私が責任を持つ

から安心しなさい」と校長が胸を張って受け止めて
やる覚悟が大切なのだ。 
 危機の渦中にあって，校長が陣頭に立ち，全責任

を自分でとる気概と覚悟で臨むなら，部下は安心し，
信頼してついてくるだろう。そして，この校長のた
めならと，それぞれが力を尽くして事態の解決にあ

たるに違いない。 
（ひしむら・ゆきひこ＝(財)学習ｿﾌﾄｳｴｱ情報研究ｾﾝﾀｰ理事長） 

★本紙は，http://www.kyouiku-kaihatu.co.jpでも掲載 
 

4 9           

A 208 2,520  

 

教育委員会／小・中・
高等学校長・教頭 御中
2010/4/1  No.333発行 
無断転載 ・コピー禁止 

〔発行〕教育開発研究所 
  東京都文京区本郷2-15-13 
  TEL（03）3815 7041 
 http://www.kyouiku-kaihatu.co.jp 

教育情報版 

■研修誌・図書の小社への直接のお申込みは，無料 FAX 0120-462-488 をご利用ください（24 時間受付・即日発送） 


